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ものづくり産地のしくみと技能伝承の変容と現状 ―山中漆器産地の高齢期にある職人の生業とくらしから― 





























































































〔 26 〕 
の主要部分が手作りであること、③伝統的技術・技法によって製造されてい
ること、④伝統的に使用されてきた原材料を使用していること、⑤一定の地
域で産地を形成していること（国指定は 10 企業、30 人以上 県指定は 2 企





的工芸品産業は 10 品目であり、これに県指定の産業が 6 品目、未指定の産業
は 20 品目あり、県内には全部で 36 品目ある注 2）。これらは、石川県の産業全
体からすればほんの 1.5%を占めるに過ぎないが、工芸品産業として全国的に
見てみると、指定品目数では全国第 4 位、生産額では第 3 位、伝統工芸士と
人間国宝の数では第 2 位である。 
現在、石川県の伝統的工芸品産業に従事する人は、平成 4 年のピーク時
14,163 人から平成 25 年には 5,555 人となり 39％に減少、生産額は、平成 2





























年度 明治40年 明治44年 大正2年 大正4年 昭和22年 昭和25年
山中 189,500 356,607 405,603 406,930 55,500,000 312,696,800
輪島 615,070 697,620 776,540 675,530 48,590,000 156,600,000
金沢 106,800 154,500 202,000 167,720 2,439,000 55,000,000  
出所：若林［1959：385］ 
 
 次の表 2 は、現在の漆器三地域の状況を示したものである。 
 























1586 100% ­­ 5361 100% ­­ 26653 100% ­­
918 58% 100% 3012 56% 100% 14420 54% 100%
山中漆器 318 ­­ 35% 1500 ­­ 50% 9800 ­­ 68%
輪島塗 533 ­­ 58% 1460 ­­ 48% 4500 ­­ 31%























年度 従業者数 生産額（千円） 関連事項
1953(S28) ―― 600,000
1959(S34) ―― 842,300 合成漆器の導入
1960(S35) ―― 1,092,800
1965(S40) ―― 1,800,000 スクリーン蒔絵導入
1968(S43) ―― 4,515,000 工場団地稼働
1971(S46) ―― 6,000,000
1975(S50) ―― 20,000,000 ギフト市場の開拓
1981(S56) ―― 30,000,000
1985(S60) 5,000 36,000,000
1988(S63) 5,000 40,000,000 ※生産額ピーク
















































































※N 氏［下地職人：80 代後半：山代出身：外部参入型］ 
漆器業界参入までの環境と経歴 





下地職（第 4 部）に必要とされる個人の技能（具体的な作業内容）  
仕上げられた白木地に、衝撃からの保護のために上塗りの前に施されるのが
































〔 33 〕 
すべて木地師の自作であり（鍛冶作業も自分で行う）、作業に応じて使い分けら
れる。山中の挽物技術は平成 22 年に石川県無形文化財に指定されている。 
 
（１）徒弟制度のなかの技能の維持・継承 
 まずは、伝統的な徒弟制度の中で技能を習得した N 氏の例について、そ
の独立までの様子を見ていく。 
 
N 氏［下地職人：80 代後半：山代出身：外部参入型］ 
弟子入りによる技能の修得過程 
 N 氏が修行に入った頃、すでに下地部門には厳しい徒弟制はなかったが、それ










年季明け 26 歳（1950 年）で独立した。独立の際には親方が、下地仕事には欠
かせない新しい作業台、塗り道具であるヘラを削って整えるための銘入りの小刀、
鋏、の三点を贈ってくれた。現在でもすべて現役で使用している。 































能を習得した G 氏の例を見ていく。 
 
















ることになった。40 名定員のところに 42 名が入学してきたが、1 学期で 10 名が



















展に力を入れてきた町でもあった。それにより G 氏は中学 1 年生の 9 月から































〔 37 〕 
N 氏［下地職人：80 代後半：山代出身：外部参入型］ 
独立当時の仕事状況 
 独立時の 1950（昭和 25）年、折しも時代は景気が右肩上がりの時代へと突入し
ており、職人が足りなくなっていた。独立後 1 年ほどして親方の薦めで結婚、妻
の下仕事に助けられ、毎日夜 10 時、11 時までの仕事が続いた。商人（製造卸業
者）が持ってくる白木地を、必ず約束の期日までに仕上げることが大原則であっ
たため、どんなに夜遅くても仕事をした。当時は、複数の漆器屋から月に各 100
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1967（昭和 42）年から 1972（昭和 47）年にかけての部（担当・工程）ご
との業者数の変化を見てみると（連合協同組合資料）、製造卸（第 1 部）の事
業所数は昭和 42 年の 96 社から昭和 47 年には 125 社へ増加、合成漆器の製造
に関わる事業所は、塗装（第 3 部）は 156 所から 182 所へ、（シルクスクリー
ンを含む）蒔絵（第 5 部）は 120 所から 157 所へ、成形（第 6 部）は 18 所か
ら 27 所へ増加している。一方、伝統的な木製漆器の製造に関わる事業所は、
木地（第 2 部）は 76 所から 52 所へ、下地（第 4 部）は 53 所から 48 所へ、
業者数が減少した注 7）。木製漆器関連の事業所数の減少は、合成漆器への転業
を意味しているものも多い。先に事例として出した蒔絵から転写蒔絵に転身
した T 氏も移転したうちの一人である。 
 







越しをした。現在も T 氏の自宅はそこにある。 
 
次に、合成漆器への転身はしなかったものの、工場も自宅も工場団地に移
転し、移り住んだ N 氏の事例である。 
 
N 氏［下地職人：80 代後半：山代出身：外部参入型］ 
工場団地への移転 
現在、自己所有の自宅と工房（土地を含む）は、1967（昭和 42）年に、当時別
〔 40 〕 






























〔 41 〕 
G 氏［木地師：70 代前半：山中出身：家業継承型］ 
合成漆器の影響 

































































① N 氏の場合［下地職人：80 代後半：山代出身：外部参入型］の事例 
〈自宅・工房：土地・建物ともに自己所有〉 
〈家族：娘婿（漆器店勤務）、孫（町外へ務め）との 3 人家族 ／ 妻、娘は他界〉 
仕事と収入・年金・くらしの状況 




右肩上がりの時は妻と 2 人で月に平均 50 万円（月によって変動があった）の仕
上がりがあったが、ここ 5～6 年、１人で月 5 万にしかならない。これは消費地問
屋からの注文が減っていることと、在庫を抱えないようになったためである。在
る程度注文数がないと仕事の手順が狂って作業時間にも無駄が生じる上に、当然
収入は低い。これでは 30 代、40 代の子育て世代がこの仕事に就くことは出来な







































② G 氏の場合［木地師：70 代前半：山中出身：家業継承型］ 
〈自宅・工房：土地・建物ともに自己所有〉 
















代、2 ヶ月に 1 回支給の年金からすると、子ども世代に面倒を見てもらうことも
気が進まないが、施設に入るには金銭的に厳しいと感じている。 
同業者（木地師）の現状 
 G 氏の住む集落はもともと木地師の多いところであり、最盛期であった昭和 40










器店とは現在でも取引を続けている。S 漆器店以外に、現在山中地域では 3 軒と




〔 46 〕 




























































N 氏も G 氏もともに、長いつきあいの製造卸の業者がいる。G 氏の場合は、
独立時からのつきあいを継続させている製造卸商がいた。その特長は、長い




















事例項目の同業者の現状にあるように、N 氏も G 氏も産地の存続を憂い
ており、同業者の減少、後継者不足問題について悲観的に言及されていた。 






































































かにした。N 氏と G 氏の技能は、高齢期に入ってさらに熟練を増し、その技
ものづくり産地のしくみと技能伝承の変容と現状 ―山中漆器産地の高齢期にある職人の生業とくらしから― 

























国民経済の健全な発展に資することを目的とする（第 1 条）」法律である。 















設の歴史はさらに遡る。明治 19（1886）年には漆器伝承所が、明治 20 年には村立
山中小学校尋常科に随意科が設けられた。さらに明治 29（1896）年には山中村立
漆器徒弟学校が新設され、明治 33 年に県立に昇格するも 35 年に廃校となってい
る。しかしその後も明治 39（1906）年には小学校に夜間の工業補修学校を併設、
大正 9（1920）年に商業補修学校として独立し、昭和 10 年に青年学校となった（山
中町［1995：310］）。 
注 6）1967（昭和 42）年には 108 企業が進出、1969（昭和 44）年には 103 企業が進出
している。 
注 7）1963（昭和 38）年から 1969（昭和 44）年にかけての業者数の変化については山
中漆器漆工史編集委員会［1974：122］の記述である。 





























山中町史編纂委員会編 監修: 齋藤晃吉『山中町史（現代編）』山中町 1995.3 
山中町史編纂委員会編 監修: 西島明正『山中町史（完結編）』加賀市 2006.3 
山中漆器研究所『広報うるし』No.1（1986.12）～No.27（1996.9） 
若林喜三郎編著『山中町史』山中町史刊行会 1959.1 
